
 

 

HTB エナジー株式会社（本社:福岡県福岡市 代表取締役社長 赤尾昇平 以下:HTB エナジー）は、全国で小売電気

事業を展開しており、2019 年 7 月 17 日（水）より、電気を通じて寄付を行う電気契約プラン 『MUSUBI プロジェクト』 の

提供を開始いたします。 

何気なく日常的に使っている電気は、私たちの生活に必要不可欠なエネルギーのひとつです。そんな毎月かかる電気代の一部

から、世の中で支援を必要とする方々を継続的に支援していくために、当社が窓口となって、「お客さまと支援先」を結ぶ、 「お客

さまと提携先パートナー」を結ぶ、 『MUSUBI プロジェクト』を立ち上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『MUSUBI プロジェクト』では、一般電気事業者が提供する契約種別「従量電灯 B※1」と同じ単価で、電気を供給いたします。

料金形態は、「MUSUBI 料金※2」とし、MUSUBI 基本料金と MUSUBI 電力量料金の約 4.5%相当分を当社が提携する

NPO法人へ送金を行うことで、お客さまが寄付者※3となる、電気を通じて寄付を行うプロジェクトです。 

 

すでに寄付をはじめている方も、検討している方も、一歩踏み出せずにいる方も、このプロジェクトをきっかけに、“子どもたちに手

を差し伸べることで輝く未来をつくりだす” 『MUSUBI』の機会が生まれることを願っています。 

 

『MUSUBI プロジェクト』概要 

【提供エリア】 全国※沖縄・離島除く 

【申込受付開始日】 2019 年７月 17 日（水） 

【申込方法】 HTB エナジーWEB サイト (URL: https://htb-energy.co.jp/musubi-project/)※4 

【申込対象】 提供エリアかつ従量電灯 B 30 アンペア以上（関西・中国・四国電力管内は従量電灯 A） 

【料金プラン】 東京電力管内（一例） 
※1 関西・中国・四国電力管内は従量電灯 A となります。 

※2 「MUSUBI 料金」は、MUSUBI 基本料金、MUSUBI 電力量料金および再生可能エネルギー発電促進賦課金等これらに係る 

消費税および地方消費税等を合算した、MUSUBI プロジェクトの料金形態のことをいいます。 

※3 お客さまが寄付者となるため、ご希望される方には、各 NPO法人より、寄付証明書が発行されます。 

※4 WEB サイトは 17 日公開予定となります。 

 

料金分類 単位 基本料金（内税） 

電力量料金（内税） 

預り金(非課税） 合計 

 

MUSUBI 

基本料金 

30A  

1 契約 

804.49 円 37.91 円 842.40 円 

40A 1,072.66 円 50.54 円 1,123.20 円 

50A 1,340.82 円 63.18 円 1,404.00 円 

60A 1,608.98 円 75.82 円 1,684.80 円 

MUSUBI 

電力量料金 

最初の 120kWh まで  

1kWh 

18.64 円 0.88 円 19.52 円 

120~300kWh まで 24.83 円 1.17 円 26.00 円 

300kWh を超える 28.67 円 1.35 円 30.02 円 

 

電気を通じて継続的な寄付をはじめてみませんか？ 

”MUSUBI プロジェクト“提供開始 
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※上記団体は、グループ会社である株式会社エイチ・アイ・エスのスタディツアーデスクにご協力いただいている団体さまとなります。 

 

《お客さまからのお問い合わせ先》 

HTB エナジー株式会社 お客さまセンター      

電話番号:050-3852-1193  受付時間: 10:00～18:00（土日祝・年末年始除く） 

 

《本件に関するマスコミからのお問い合わせ先》 

HTB エナジー株式会社 担当:佐坂・堀田    

電話番号: 092-791-2750  受付時間: 10:00～18:00（土日祝・年末年始除く） 

【MUSUBI プロジェクト ロゴのデザインコンセプト】 
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【提携NPO法人のご紹介】 
  

NPO法人HERO 
 
 
 

 

 
 
 
 
認定 NPO法人かものはしプロジェクト 

 

ふたつの手の重なりは支援を受ける子どもと、その成長を見守る

大人の愛情・信頼・慈悲の想いをイメージしています。これからの

企業に求められる要素のグローバル性は、カラー・デザイン展開で

の多様性を、また子どもと大人の手のひらの重なりで、世代を超

えたサステナビリティを表現しました。私たち大人が、子どもたちに

手を差し伸べることで輝く未来をつくりだす、そのような意志の表

れでもあります。 

「可能性を 0%を 1%へ」 

世界各国で、経済的・社会的な理由により学校に通えない子どもたちのために、無料で通える学校を作り、各国の

現実に応じた学ぶ機会を子どもたちに提供します。本団体とは、プロジェクト型で寄付金を集めて参ります。第一弾 

として、グループ会社のエイチ・アイ・エスが建設したカンボジアの小学校には、電気が通ってないため、寄付金を集めて

校舎へ電気を灯します。 

 

 

 

 

「子どもが売られない世界をつくる」 

本団体は、「子どもがだまされて売られてしまう問題」を根本的になくすために、2002年から2018年までカンボジアで、

2012 年からはインドで取り組みを行っています。インドでは、サバイバー（人身売買被害者）に寄り添い自分の人生

を取り戻せるように共に声をあげる活動と、人身売買ビジネスが成り立たないよう「社会の仕組みをつくる」活動の２つを

軸に行っています。その活動を支援するために寄付を行います。 

 

 

 


